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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水溶性の感圧接着剤であって、
　（ａ）Ｎ－ビニルカプロラクタムホモポリマー、Ｎ－ビニルピロリドンコポリマー、及
びこれらの混合物からなる群から選択されるポリマーであって、前記Ｎ－ビニルピロリド
ンコポリマーが６０重量％以下のＮ－ビニルピロリドンを含む、ポリマーと、
　（ｂ）親水性－親油性バランスが２～１０である一価又は多価アルコールを含む不揮発
性可塑剤とを含む均質ブレンドを含む、感圧接着剤。
【請求項２】
　可撓性裏材、及び請求項１に記載の感圧接着剤を該可撓性裏材の一方の面の少なくとも
一部に含む、皮膚接触用途のためのデバイス。
【請求項３】
　前記デバイスが、体表面に１つ以上の活性剤を送達するようデザインされたパッチであ
り、前記パッチが、前記裏材、前記感圧接着剤、又はその両方に関連して１つ以上の活性
剤を含む、請求項２に記載のデバイス。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えば医療用テープ、絆創膏、創傷包帯、及び貼付剤構成体に有用な、水溶
性感圧接着剤に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　皮膚に接着した絆創膏を除去するのは、非常に痛みを伴うことがある。加えて、皮膚が
脆く若しくは鋭敏な人、又は慢性の創傷があり繰り返し包帯材を適用する必要がある人で
は、しばしば、皮膚の剥離及びその他の損傷が懸念される。
【０００３】
　絆創膏が固定された状態であり続けるための皮膚に対する高い粘着性の必要性と、皮膚
が剥がれたり、毛髪が引っ張られたり、残留物が残ったりしないようにするための穏やか
な除去の必要性との間の矛盾に対しては、さまざまな方法でアプローチされている。これ
らのアプローチには例えば、より少ない除去外傷を目的として良好な皮膚一体性を維持す
るために接着剤の通気性を改善する方法（例えば米国特許第５，６１４，３１０号を参照
）、「ストレッチ剥離」技術（例えば米国特許第７，０７８，５８２号を参照）、絆創膏
を貼付する前にフィルム形成ポリマーで皮膚を強化する方法（例えば米国特許第４，３２
４，５９５号を参照）、及びボディローション又はヘキサメチルジシロキサンなどの結合
抑制剤を、多孔質の裏材を通して皮膚／接着剤の界面へ移動させる方法（例えば米国特許
第６，１３６，８６６号を参照）が挙げられる。しかしながら、これらのアプローチの多
くは使用中の接着性を低下させ、またその他のものでは余分な工程を必要とする。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　これらの欠点のため、痛みのない絆創膏を製造するため、水中で容易に溶け去るような
水溶性の感圧接着剤（ＰＳＡ）を使用することに関心が向けられている。残念ながら、多
くの水溶性ＰＳＡは湿気を吸収し、これにより貼着性強度が低減する。活性成分を送達す
るための、水溶性接着剤及び水溶性裏材を含む水溶性パッチは、米国特許出願公開第２０
０２／０１８７１８１号に記述されている。これらのパッチは、例えば、高湿度環境にお
いて湿気を過剰に取り込むのを防ぐため、低湿度条件下で製造し、ホイルパッケージに個
別包装する必要がある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記を考慮して、発明者らは、溶解による除去により、絆創膏除去に関する懸念（例え
ば、痛み、皮膚の剥がれ、及び残留物）を排除する、絆創膏に使用するための接着剤のニ
ーズが当業界にあることを認識している。発明者らはまた、その絆創膏が従来のパッケー
ジに適合し、長期装着により好適になるよう、現在利用できる水溶性接着剤よりも吸湿性
の低い接着剤が有利となるであろうことを更に認識している。
【０００６】
　簡単には、一態様において、本発明は水溶性感圧接着剤（ＰＳＡ）を提供する。このＰ
ＳＡは、（ａ）Ｎ－ビニルカプロラクタムホモポリマー、Ｎ－ビニルピロリドンコポリマ
ー、及びこれらの混合物からなる群から選択されるポリマーと、（ｂ）親水性－親油性バ
ランスが約２～約１０である一価又は多価アルコールを含む不揮発性可塑剤とを含む均質
ブレンドを含む。Ｎ－ビニルピロリドンコポリマーは、約６０重量％以下のＮ－ビニルピ
ロリドンを含む。
【０００７】
　本明細書で使用されるとき、「水溶性」とは、ある材料が、約２分間の静かな攪拌のみ
を必要として、１０倍過剰量の水に溶解できることを意味する。「感圧接着剤」又は「Ｐ
ＳＡ」とは、軽い圧力（例えば指の圧力）で接着する、通常の粘着性接着剤を意味する。
「均質」とは、ＰＳＡが裸眼で実質的に均質な外観を有していることを意味する（すなわ
ち、液相がポリマーと融和性であり、本質的に相分離が裸眼で観察されない）。「不揮発
性」とは、２０℃で約１．０ｍｍ　Ｈｇ（１３３．３Ｐａ）未満（好ましくは２０℃で約
０．５ｍｍ　Ｈｇ（６６．７Ｐａ）、より好ましくは２０℃で約０．３ｍｍ　Ｈｇ（４０
．０Ｐａ）、最も好ましくは２０℃で約０．１ｍｍ　Ｈｇ（１３．３Ｐａ））の蒸気圧を
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有することを意味する。
【０００８】
　本発明のＰＳＡは容易に水に溶け、驚くべきことに、低吸湿性も有する。例えば、本発
明のＰＳＡは、貼着性強度の低下なしに、相対湿度７５％、４０℃で２日経過後に重量増
加が約１５％未満（好ましくは、相対湿度７５％、４０℃で２日経過後に重量増加が約１
０％未満）である。
【０００９】
　別の一態様において、本発明は、可撓性裏材及び本発明の水溶性ＰＳＡを含む、皮膚接
触用途のためのデバイス（例えばテープ、絆創膏、創傷包帯、又はパッチ）を提供する。
いくつかの実施形態において、本発明のデバイスは、水溶性裏材及び所望による水溶性パ
ッドを更に含む。これによりデバイス全体が容易に水に溶けて皮膚から除去することがで
きる。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　本発明は、ポリマーと可塑剤との均質なブレンドを含み、このブレンドが裏材に塗布さ
れると、その裏材の上に水溶性のＰＳＡフィルムを作り出す。
【００１１】
　ポリマー
　本発明のＰＳＡは、Ｎ－ビニルカプロラクタム（ＮＶＣ）ホモポリマー、Ｎ－ビニルピ
ロリドン（ＮＶＰ）コポリマー、及びこれらの混合物からなる群から選択されるポリマー
を含む。ＮＶＰコポリマーは、約６０重量％以下のＮＶＰ（好ましくは約５０％以下、よ
り好ましくは４０％以下、最も好ましくは約３０％以下）を含む。
【００１２】
　有用なＮＶＰコポリマーには、ＮＶＣ／ＮＶＰコポリマー及びビニルアセテート（ＶＯ
Ａｃ）／ＮＶＰコポリマーが挙げられる。ＶＯＡｃ／ＮＶＰコポリマーは、典型的には、
約２０重量％以上のＮＶＰを含む。ＮＶＣホモポリマー及びそのようなＮＶＰコポリマー
は、過剰な吸湿性を有することなしに水溶性及び接着性をもたらす。
【００１３】
　好ましいポリマーは、約３０重量％～約５０重量％のＮ－ビニルピロリドンを含む、Ｎ
－ビニルピロリドン及びビニルアセテートのコポリマーである。
【００１４】
　所望により、カルボン酸官能基又はテトラアルキルアンモニウム基を含んでいない限り
において、低濃度のコモノマーが最高約１０重量％存在し得る。
【００１５】
　本発明のＰＳＡに使用するのに好適なポリマーは、全体の数平均分子量が約１０，００
０～約１００，０００ダルトンの、無架橋ポリマー又はポリマーの混合物であり得る。そ
のようなポリマーは、貼着性強度と水溶性の良好なバランスを提供する。
【００１６】
　市販されている有用なコポリマー及びホモポリマーは、ＩＳＰ　Ｃｏｒｐ．（Ｗａｙｎ
ｅ，ＮＪ，Ｕｎｉｔｅｄ　Ｓｔａｔｅｓ）から、商品名Ｇａｆｆｉｘ（商標）ＶＣ－７１
３、Ａｄｖａｎｔａｇｅ（商標）ＨＣ－３７、Ａｄｖａｎｔａｇｅ（商標）ＬＣ－Ａ、Ａ
ｑｕａｆｌｅｘ（商標）ＳＦ－４０、及びＰＶＰ／ＶＡ　Ｅ－３３５、Ｉ－３３５、Ｅ－
５３５、Ｉ－５３５、Ｅ－６３５、Ｗ－６３５、並びにＢＡＳＦ（Ｇｅｒｍａｎｙ）から
商品名Ｌｕｖｉｓｋｏｌ（商標）ＶＡ　３７　Ｅ、３７　Ｉ、５５　Ｉ、６４　Ｗ、６４
　Ｐ、及びＬｕｖｉｓｋｏｌ（商標）Ｐｌｕｓとして販売されている。これらの市販製品
におけるＮＶＣ／ＮＶＰコポリマーは、米国特許第５，６３７，２９６号及び同第４，５
２１，４０４号に開示されているように、少量の第三級アミンコモノマーを含む。
【００１７】
　典型的に、合計のポリマー成分は、ＰＳＡ製剤中、約３５重量％～約７５重量％の範囲
となる。この濃度のポリマーマトリックスを含む接着剤組成物は、タック、柔軟性、接着
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性、及び貼着強度の望ましいバランスを有する。
【００１８】
　可塑剤
　本発明のＰＳＡはまた、不揮発性可塑剤も含む。好適な可塑剤には、約２～約１０の範
囲（好ましくは約３～約９．５の範囲、最も好ましくは約４～約９の範囲）の親水性－親
油性バランス（ＨＬＢ）算出値を有することによって表わされる親水性を備えた、一価ア
ルコール類及び多価アルコール類が挙げられるが、これらに限定されない。そのような材
料は弱い親水性を有し、多くの場合は低い水溶性を有する。ＨＬＢシステムは本来、界面
活性剤、特に非イオン系界面活性剤を分類する手段として開発された。これは、例えばヒ
ドロトロープなどの、小さすぎて自発的には凝集してミセルとならないような、親水性と
疎水性を有する化合物を特徴付ける、より幅広い用途を有している。本明細書で使用され
る場合、所与の可塑剤の有用性は、Ｄａｖｉｅｓによって開発された基寄与法を使用して
算出されたＨＬＢに基づく。
【００１９】
　不揮発性可塑剤は、２０℃で約１．０ｍｍ　Ｈｇ（１３３．３Ｐａ）未満（好ましくは
２０℃で約０．５ｍｍ　Ｈｇ（６６．７Ｐａ）、より好ましくは２０℃で約０．３ｍｍ　
Ｈｇ（４０．０Ｐａ）、最も好ましくは２０℃で約０．１ｍｍ　Ｈｇ（１３．３Ｐａ））
の蒸気圧を有する。
【００２０】
　いくつかの実施形態において、可塑剤の水溶性は約１０ｇ／１００ｇ未満（好ましくは
約５ｇ／１００ｇ未満）であり得る。あらゆる比率で水と完全に相溶性である可塑剤もま
た有用である。
【００２１】
　ＰＳＡにおける可塑剤として有用な材料の分類には、炭素対酸素のモル比が約２．５対
１よりも大きいポリエーテルポリオール類、ポリエステルポリオール類、Ｃ５～Ｃ１０ア
ルキルジオール類、プロピレングリコールのＣ４～Ｃ１０カルボキシレートモノエステル
類、グリセリンのＣ４～Ｃ１０カルボキシレートモノエステル類及びジエステル類、プロ
ピレングリコールのＣ４～Ｃ１０アルキルモノエーテル類、グリセリンのＣ４～Ｃ１０ア
ルキルモノエーテル類及びジエーテル類、乳酸のＣ４～Ｃ１０アルキルエステル類、クエ
ン酸のＣ２～Ｃ４トリエステル類など、並びにこれらの混合物が挙げられる。
【００２２】
　有用なポリエーテルポリオール類の例には、ポリ（アルキレンオキシド）グリコール類
が挙げられ、ここにおいてアルキレンユニットは２～６個の炭素原子を有し、例えばポリ
（１，２－プロピレンオキシド）グリコール、ポリ（１，３－プロピレンオキシド）グリ
コール、ポリ（テトラメチレンオキシド）グリコール、ポリ（ペンタメチレンオキシド）
グリコール、ポリ（ヘキサメチレンオキシド）グリコール及びポリ（１，２－ブチレンオ
キシド）グリコール；エチレンオキシドと１，２－プロピレンオキシドとのランダムコポ
リマー又はブロックコポリマー（グリコール中の炭素対酸素モル比が約２．５：１を超え
るような比率で使用される）、並びにホルムアルデヒドをグリコール類（例えばペンタメ
チレングリコール）と反応させることにより調製されたポリホルマール類、あるいはグリ
コール類の混合物（例えばテトラメチレングリコールとペンタメチレングリコールとの混
合物）が挙げられる。モノ又はジアルキルエーテル類と、そのようなポリオール類のエス
テル類も、分枝状ポリオール類として有用である。
【００２３】
　本発明のＰＳＡには、液体及び固体両方の不揮発性可塑剤が使用できる。
【００２４】
　典型的には、可塑剤はＰＳＡの約１０重量％～約７５重量％を構成する。
【００２５】
　任意構成成分
　本発明の水溶性ＰＳＡは、所望により、以下に詳述されるような１つ以上の活性剤、又
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は低濃度の相溶性アニオン性、カチオン性、非イオン性若しくは両性界面活性剤などの、
添加剤を含むことができる。例えば、米国特許第６，１２１，５０８号に報告されている
ように、そのような界面活性剤の使用により、ＰＳＡに親油性特性をもたらすことによっ
て、油性表面へのＰＳＡの接着を向上させることができる。ＰＳＡと油性表面との間の相
溶性は、界面活性剤をＰＳＡに組み入れることによって改善される。この界面活性剤はま
た、疎水性活性成分が、ＰＳＡとの相溶性がより高いものになるよう作用し得る。粘着付
与材、酸化防止剤、充填材などを、ＰＳＡに追加することもまた本発明の範囲内である。
【００２６】
　皮膚接触用途のためのデバイス
　皮膚に付着するＰＳＡは、医療用及びスポーツ用の皮膚接触用途に広く使用されており
、さまざまなデバイスを人体に短期的に固定する手段として、唯一ではないとしても最良
の方法を提供している。Ｃｈａｐｔｅｒ　２５，Ｈｏｓｐｉｔａｌ　ａｎｄ　Ｆｉｒｓｔ
　Ａｉｄ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ，（ｂｙ　Ｄｏｎａｔａｓ　Ｓａｔａｓ　ａｎｄ　Ａ．Ｍａ
ｒｉａ　Ｓａｔａｓ）（Ｈａｎｄｂｏｏｋ　ｏｆ　Ｐｒｅｓｓｕｒｅ　Ｓｅｎｓｉｔｉｖ
ｅ　Ａｄｈｅｓｉｖｅ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ，Ｓｅｃｏｎｄ　Ｅｄｉｔｉｏｎ，Ｄ．Ｓ
ａｔａｓ編、１９８９）に記述されているように、ＰＳＡは不動化及び包帯、又は静脈内
（ＩＶ）管固定のため、手術用ドレープ及び保護パッドの接着のため、並びに経皮的薬剤
送達デバイス若しくは心電図検出デバイスにおいて、使用されている。これらＰＳＡの役
割は単純な接着（例えばテープ及び絆創膏において）であり得、又は接着を越えた利益（
例えば皮膚へ若しくは皮膚を経由して送達される活性成分のリザーバの役割）をも提供す
ることが可能である。本発明の水溶性ＰＳＡは、テープ、絆創膏、及び活性成分送達のた
めのパッチに特に好適である。
【００２７】
　本発明のデバイスは、水溶性ＰＳＡを冷水又は温水に溶かす（例えば浸す）ことにより
、実質的に痛みなしに穏やかに除去することができる。加えて、このＰＳＡは吸湿性が高
くはないため、このデバイスを長期着用に好適なものにしている。これらは従来型の梱包
に適合性がより高い（すなわち、個々のホイルパッケージを必要としない）。
【００２８】
　裏材
　テープ、包帯、絆創膏、又はパッチとして提供されるとき、ＰＳＡは典型的には、当該
技術分野において既知の方法を用いて、薄い可撓性の裏材上に提供される。有用な裏材に
は、不織布繊維ウェブ、織布繊維ウェブ、編地、フォーム、フィルムなどが挙げられる。
またこの裏材は、患者の皮膚から放出される湿気に対して少なくとも部分的に透過性であ
ることが望ましいが、これは必須ではない。例えば、裏材は２４時間当たり約５００ｇ／
ｍ２の湿気透過速度を有することが好ましい場合がある。場合によっては、裏材にたくさ
んの開口部を設けることによって、透過性を獲得及び／又は増大させることができる。そ
のような開口部は更に、水溶性ＰＳＡを溶かすための水溶液のアクセスを提供するものと
もなり、これにより、例えば絆創膏を、端からのみ水が浸透する場合に比べ、より素早く
かつより均一に除去することができる。開口部は織布、編地、及び不織布の裏材において
は本来存在するものであり、フィルム裏材においては機械的若しくは熱的手段を使用して
開口部若しくは穿孔を生成することによって提供することができる。
【００２９】
　有用な裏材のその他の例としては、水溶性のフィルム及び布地が挙げられる。これらの
裏材は、既知の天然又は合成の、水溶性又は水中分散性フィルムを形成するポリマー又は
オリゴマーのうち任意のものから生成することができる。特定の実施形態において、この
裏材は冷水に溶解性であるよう選択される。好適なポリマー及びオリゴマーには、例えば
アルギン酸及びアルギン酸誘導体ポリマー、アラビノガラクタン、セルロース誘導体（ヒ
ドロキシエチル及びヒドロキシプロピルセルロースを含むがこれらに限定されない）、デ
ンプン及びデンプン誘導体などの植物性天然ポリマー；例えば多糖類、動物由来のポリマ
ー（ゼラチン、コラーゲン、ムコ多糖類などを含む）などの微生物由来の天然ポリマー；
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ポリオキシアルキレン類；エチレン部（ethenically）が不飽和のモノマー（例えばビニ
ルモノマーを含むがこれに限定されない）、アクリレート類及びメタクリレート類、アク
リルアミド類及びメタクリルアミド類などから誘導されたポリマー及びコポリマー；ポリ
エチレンイミン類；並びに上記のうち１つ以上を含む混合物が挙げられるが、これらに限
定されない。ポリビニルアルコール類、ポリビニルピロリドン、タンパク質（例えばゼラ
チン及びコラーゲン）並びにこれらの誘導体のポリマー、又は例えば、アラビノガラクタ
ンなどの炭水化物は、特に有用性であることが認識されている。水溶性ポリビニルアルコ
ールフィルムは、Ａｉｃｅｌｌｏ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙ（Ｔｏｙｏｈａｓ
ｈｉ，Ｊａｐａｎ）から商品名Ｓｏｌｕｂｌｏｎとして、及びＭｏｎｏｓｏｌ　ＬＬＣ（
Ｍｅｒｒｉｌｌｖｉｌｌｅ，ＩＮ）から市販されている。
【００３０】
　ポリビニルアルコール類のポリマーは、ポリビニルアセテートから調製することができ
、これは市販されているさまざまな分子量及び加水分解レベルのものが入手できる。加水
分解レベルは、そのポリマーが冷水に溶解性か又は温水に溶解性かどうかをある程度決定
するものであり、加水分解が約８７％を超えると、結晶質の高いポリマーが生じ、これに
よりポリマーを溶解するのにより高い温度が必要になる。ポリマー溶解の速度は、ポリマ
ーの分子量と、可塑剤又は架橋材などの添加剤の存在とによって、ある程度決定される。
特定の可塑化されたポリビニルアルコール樹脂は熱可塑性であり、溶融押し出し又は鋳型
成形でフィルムにすることができる。
【００３１】
　可塑剤は、水溶性裏材の脆さを低減させるのに使用することができ、より丈夫で、より
柔軟にすることができ、一般に取扱い特性を改善することができる。可塑剤として水だけ
を使用すると、周囲条件に曝されたときに、水分を急速に失いやすく、それと同時に、ガ
ラス状又は脆い材料に変化する。よって、好適な可塑剤には一般に、アルコール類、アル
コール類の混合物、及び水とアルコールとの混合物が挙げられる。本発明に使用するため
の好適な可塑剤には、例えばグリセリン、ポリグリセロール、アルキルポリグリコシド類
、ジエチレングリコール、トリエチレングリコール、ポリエチレングリコール、エチレン
オキシドとプロピレンオキシドのランダムコポリマー、エチレンオキシド／プロピレンオ
キシドのブロックコポリマー（例えばＢＡＳＦからＰｌｕｒｏｎｉｃの商品名で販売され
ているもの）、プロピレングリコール、ソルビトール、ソルビトールエステル類、ブタン
ジオール、及びこれらのアルコキシレート誘導体などの多価アルコール類；例えば３－メ
トキシ－３－メチル－１－ブタノール、アルキルエーテルエトキシレート類、アルキルエ
ステルエトキシレート類、アリールエーテルエトキシレート類、アリールエステルエトキ
シレート類、アラルキルエーテルエトキシレート類、又はアラルキルエステルエトキシレ
ート類などの一価アルコール類；尿素、ピロリドンカルボキシレート塩、トリエタノール
アミン、エタノールアセトアミド、水、特定の活性物質（例えばビタミンＥ（α－トコフ
ェロール））、及び多くの一般的な皮膚軟化剤；又は上記のうち１つ以上を含む任意の混
合物が挙げられるが、これらに限定されない。非極性活性剤は、可塑剤の一部又は全てと
して、親水性－親油性バランス（「ＨＬＢ」）値が少なくとも約８の非イオン性界面活性
剤を含めることにより、裏材中に懸濁又は乳化させることができる。ＨＬＢ値が少なくと
も約１２の非イオン性界面活性剤は、特に全体的に有用性であることが示されている。こ
のＨＬＢ値は、「Ｔｈｅ　Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ　ａｎｄ　Ｍａｎｕｆａｃｔｕｒｅ　ｏｆ
　Ｃｏｓｍｅｔｉｃｓ」、Ｖｏｌｕｍｅ　Ｉ，Ｔｈｉｒｄ　Ｅｄｉｔｉｏｎ，Ｍｉｔｃｈ
ｅｌｌ　Ｌ．Ｓｃｈｌｏｓｓｍａｎ，Ｅｄｉｔｏｒ，Ａｌｌｕｒｅｄ　Ｐｕｂｌｉｓｈｉ
ｎｇ　Ｃｏｒｐ．，Ｃａｒｏｌ　Ｓｔｒｅａｍ，Ｉｌｌ．，２０００に記述されているよ
うに、所与の界面活性剤が、油溶性対水溶性の乳化剤として作用する程度を示す。代表的
な非イオン性界面活性剤には、Ｃ８～Ｃ２２アルキルエーテルエトキシレート類、Ｃ８～
Ｃ２２アルキルエステルエトキシレート類、ソルビトールＣ８～Ｃ２２アルキルエステル
類、ソルビトールＣ８～Ｃ２２アルキルエステルエトキシレート類、及び上記のうち１つ
以上を含む混合物が挙げられるが、これらに限定されない。
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【００３２】
　裏材中に存在する可塑剤の量は、とりわけ、裏材を形成するのに使用されるポリマー、
及び裏材を構成し得る特定の活性剤（単数又は複数）によって異なり得る。少なくとも約
５重量％の可塑剤を含み得る裏材もあるが、少なくとも約３重量％又は少なくとも約１重
量％の可塑剤を含み得る裏材もある。最高で３０重量％の可塑剤を含み得る裏材もあるが
、その他の裏材は、最高で約４０重量％又は最高で約５０重量％の可塑剤を含み得る。特
定の裏材は、約５重量％～約３０重量％の範囲の可塑剤を含み得る。そのような裏材は一
般に、強度を低下させることなく、良好な可撓性をもたらす。
【００３３】
　水溶性裏材は、水又はその他の好適な溶媒中に、少なくとも１種のポリマー及び少なく
とも１種の可塑剤を溶解させることによって調製することができる。この溶液を鋳型成形
でフィルムにし、乾燥させることができる。ビタミンＣ、ヒドロキノン、及びサリチル酸
などの水溶性材料を、このポリマー溶液に直接溶解させることができる。ビタミンＥ、過
酸化ベンゾイル及びシリコーン流体などの非水溶性材料は、界面活性剤の追加によりポリ
マー溶液中に乳化させることができる。別の方法としては、裏材を鋳型成形して乾燥させ
た後、活性剤を塗布することができる。この場合、活性剤はフィルムの表面にコーティン
グされる。最終製品にある特徴が欲しい場合は、望ましい特徴を裏材に付与するために、
追加の添加剤をポリマー溶液に混ぜ合わせることができる。例えば、シリコーン流体又は
シリコーンコポリオールの低濃度添加により、裏材に滑らかな感触をもたらし、殺生物剤
の添加により、貯蔵中に裏材にカビ又は細菌が繁殖するのを防ぎ、また粒子状物質（例え
ば塗料業界で使用されるつや消し剤など）の添加により、乾燥した裏材につや消しのマッ
トな仕上がりをもたらすことができる。
【００３４】
　裏材として有用な布地は、織布、不織布、織地、又はその他のタイプの布地（連続気泡
発泡体及び独立気泡発泡体を含む）を製造するあらゆる既知の技法によって構築すること
ができる。不織布技法には、スパンボンディング、メルトブローン、ウェットレイド、水
流交絡（例えば冷水を用いて、又は比較的高い塩濃度で、又はその両方で）、熱接着、又
は上記の任意の組み合わせが挙げられる。この布地製造に有用なポリマー繊維は、市販さ
れている。
【００３５】
　別の方法としては、フィルム又は布地は既知の技法を使用して、好適なポリマー組成物
とともに融解加工することができる。例えば、特定の可塑化したポリビニルアルコール類
は融解加工できる。熱安定性の活性剤をポリマー融解物に直接添加することができる。別
の方法としては、米国特許第５，６８８，５２３号に報告されている技法を使用して、水
溶性又は水分散性フィルム又は繊維に、活性剤をコーティングするか又は吸収させること
ができる。非水溶性の熱可塑性ポリマーをこの融解物に含めることによって、結果として
得られる担体の溶解度、可撓性、強度、バリア性、又はその他の特性を変えることができ
る。
【００３６】
　具体的な裏材の形状、及び裏材を調製するのに使用される材料は、望ましい特徴を備え
た裏材をもたらすように選択され得る。例えば、薄く透明なフィルム裏材は、デバイスが
使用時にほぼ気付かれないような必要がある用途に望ましいことがある。織布又は不織布
の裏材は、高い多孔性が必要な用途に望ましいことがある。フィルム又は大きな坪量の不
織布は、より堅固なデバイスが望ましい場合に望ましいことがある。
【００３７】
　パッド
　医療用粘着絆創膏などの皮膚に接触する用途のためのデバイスには、典型的に、裏材、
吸収性パッド、及び医療用粘着絆創膏を定位置に保持するためのＰＳＡが含まれる。この
デバイスは典型的には、切り傷、かき傷その他の皮膚状態を覆うために使用されるが、ま
た領域のクッションとなって保護するためにも使用され得る。パッドは、典型的には吸収
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性であり、織布又は不織布の木綿、レーヨン、不織布、ヒドロコロイド、フォーム、及び
これらの組み合わせが挙げられるがこれらに限定されない数多くの材料から製造され得る
。
【００３８】
　本発明の水溶性ＰＳＡを利用するデバイスには、例えばＳｈｅｎｇ　Ｈｕｎｇ　Ｉｎｄ
ｕｓｔｒｉａｌ　Ｃｏ．（Ｔａｉｐｅｉ，Ｔａｉｗａｎ）からＥ－Ｔｅｘの商品名で市販
されているポリビニルアルコール不織布などの、水溶性不織布パッドが挙げられ得る。パ
ッドにはまた、抗菌剤、麻酔剤、かゆみ止め剤、経皮的薬物送達のための薬剤、患者のホ
ルモン又はその他の物質をモニターするための化学的指示薬、これらの組み合わせなどを
含む、数多くの物質が含まれ得る。
【００３９】
　支持層
　本発明のＰＳＡを利用するデバイスには、裏材、ＰＳＡ、又はこれら両方に剥離可能に
接着する１層以上の支持層が含まれ得る。この支持層は典型的には、治療が開始される時
点前後に、裏材及びＰＳＡから除去される。デバイスの裏材及び接着剤は薄く、可撓性か
つ柔軟であり得るため、支持層を使用して、デバイスに構造的支持を提供し、これにより
デバイスの取扱いを容易にする。支持層はまた、ユーザーがデバイスを治療のために局所
的な体表面に貼付するよう準備するまでの間、ＰＳＡを覆うことができる。このようにし
て支持層は、望ましい治療のために選択された体表面以外の表面にＰＳＡ層が接触するの
を防ぐことができる。これにより、治療前のデバイスの取扱いが改善され、混乱が低減さ
れる。第２の支持層を裏材に接着して、第１の支持層を接着剤から除去した後にデバイス
に剛性をもたらすようにすることができる。これにより、デバイス自体がしわになったり
巻き上がったりするのを防ぎ、スムーズかつ容易に皮膚に配置することが可能になる。望
ましい体表面にデバイスが貼付された後は、この第２の支持層は除去することができる。
そのような支持されたデバイスを製造する方法の１つが、米国特許第６，１６９，２２４
号に報告されている。
【００４０】
　支持層に使用される材料には制限がない。支持層に使用するための好適な材料には、紙
、ホイル、及びポリマーフィルム、並びにこれらの多層積層体が挙げられるがこれらに限
定されない。支持層は裏材又は接着剤から容易に剥離でき、これによりデバイスは、治療
を受ける体表面に貼付することができる。支持層のための材料はまた、支持層を容易に剥
離可能にするよう設計された１つ以上の材料でコーティングされ得る。
【００４１】
　活性剤
　本発明のデバイスは、例えば、特定の限定的な体表面に１つ以上の活性剤を送達するよ
う設計されたパッチ又はその他のデバイスであり得る。特定の実施形態について、送達さ
れる活性剤は送達部位に局所的に留まり得る。別の実施形態について、活性剤は、全身治
療のために血流に入り得る。
【００４２】
　本発明の単独デバイスは、任意の数の活性剤を送達できる。各活性剤が互いに、他の活
性剤のそれぞれに対して融和性である限り、複数の活性剤を混合して、同じデバイスから
一緒に送達させることができる。別の方法としては、第２の活性剤と反応する活性剤を使
用し、裏材、接着剤、又はこれら両方によって第２の活性剤から分離するようにデバイス
を構成し、デバイスが湿潤によって活性化される際にのみ反応するようにすることができ
る。これは特に、例えば口腔ケアのために重曹と過酸化水素をその場で混合するために有
用であり得る。
【００４３】
　本発明のデバイスによって、１つ以上の活性剤は、裏材、接着剤、又はその両方に関連
して存在することによって、デバイスが望ましい体表面に貼付されたときに送達され得る
。活性剤と裏材又は接着剤との間の関係には、コーティング、懸濁液、乳液、又は溶液が
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挙げられ得るが、これらに限定されない。
【００４４】
　本発明のデバイスは任意の多数かつ幅広い種類の治療に有用であってもよく、この一部
を下記に述べる。本発明による可能な治療の説明は、本質的に例示のためのものであり、
本発明の範囲をいかなる意味でも不当に制限するためのものではないことが理解されるべ
きである。当業者は、本明細書に開示されているデバイスを、記述されている治療又はそ
の他の治療に使用するのに好適な特性を伴うよう設計することができよう。
【００４５】
　本発明のデバイスを使用して、幅広い組み合わせの活性剤を皮膚に送達することができ
る。出願されているデバイスは、可撓性かつ柔軟であり得、よってさまざまな皮膚形状に
対して、このデバイスによる快適な治療を提供することができる。皮膚治療については、
デバイスは乾燥した皮膚に接着できることが望ましいことがあるが、濡れた状態又はあら
かじめ湿らせた皮膚への貼付も、出願されている本発明の範囲内である。乾燥した皮膚に
デバイスを貼付することにより、デバイスは、長期使用が望ましいことがあるさまざまな
用途に使用することが可能になる。例えば、このデバイスを使用して、皮膚の一晩治療の
ために活性剤を適用することができる。一実施形態において、このデバイスは乾燥した皮
膚に貼付され、長期的な治療を提供し、次に、治療が完了した後は容易かつ素早く洗い流
される。この方法で皮膚に送達され得る活性剤には、皮膚軟化剤、湿潤剤、コンディショ
ナー、保湿剤、ビタミン、ハーブ抽出物、酸化防止剤、ステロイド剤又はその他の抗炎症
剤、血管拡張薬、剥離剤（例えばα－ヒドロキシ酸又はβ－ヒドロキシ酸）、成長因子、
酵素、漂白剤又は着色剤、抗真菌剤又は抗菌剤、（例えばポビドンヨード、グルコン酸ク
ロルヘキシジン、トリクロサン、ｐ－クロロ－ｍ－キシレノール（xyenol）、グリセリン
及びプロピレングリコールの脂肪酸モノエステル、過酸化ベンゾイル、過酸化水素、銀及
び銀塩（例えば塩化銀、酸化銀、及びスルファジアジン銀を含むがこれらに限定されない
）、フェノール類、ミコナゾール、クロトリマゾール、ケトコナゾール、エコナゾール、
ウンデシレン酸など）、乳化剤、人工日焼け剤、日焼け促進剤、皮膚鎮静剤、皮膚引き締
め剤、しわ防止剤、皮膚修復材、皮脂阻害剤、皮脂刺激剤、プロテアーゼ阻害剤、かゆみ
止め成分、毛髪成長阻害剤、毛髪成長促進剤、皮膚感覚剤、抗ニキビ治療、除毛剤、収斂
剤、毛髪除去、うおのめ、たこ若しくはいぼ除去剤が挙げられるが、これらに限定されな
い。装飾的又は飾りのデザイン、着色剤、刺青又は光輝剤も、この方法で皮膚に適用する
ことができる。例えば、出願されているデバイスは、顔を含む皮膚の少なくとも一部を装
飾するための、ファッション用水溶性マスクに使用することができる。
【００４６】
　別の方法としては、活性剤は、水又はその他の水分によって、デバイスの表面積の少な
くとも一部を活性化させることにより、皮膚に送達することができる。この方法により、
接着剤、単体、又はこれら両方のうち少なくとも一部が溶解又は分散される。一部の治療
について、接着剤及び裏材を完全に溶解又は分散させることが望ましい場合があり、これ
により活性剤の即座かつ完全な送達をもたらすことができる。別の方法としては、一部の
治療について、裏材、接着剤、又はこれら両方の一部分だけを、溶解又は分散させること
が望ましい場合がある。残った裏材又は接着剤は、活性剤とともに皮膚に擦り込むことが
でき、これにより活性剤のある程度の持続性と維持性を提供する結合剤として作用するこ
とが可能である。このようにして皮膚に送達され得る活性剤には、光輝剤、芳香剤（アロ
マセラピー剤を含む）、香水、日焼け止め剤、虫除け剤、防臭剤及び制汗剤が挙げられる
がこれらに限定されない。
【００４７】
　このデバイスを使用して、手や足の爪のトリートメントを提供することもまたできる。
皮膚及び毛髪に対する同様のトリートメントに関する上記のものと同様の方法で、出願さ
れているデバイスを用いて、装飾的な着色又はアップリケを爪に送達することができる。
抗真菌剤、抗菌剤、又はその他の医薬品も、このデバイスを用いて爪に送達することがで
きる。
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【００４８】
　本発明のデバイスは更に、創傷包帯、救急用絆創膏、又はスポーツ用テーピングとして
の利用を有し得る。これらの医療用物品は、例えば抗菌剤、抗生物質、外用鎮痛剤、又は
創傷治癒剤などを含むがこれらに限定されない活性剤を含み得る。これらの創傷包帯は、
水溶性吸収剤を更に含み得る。
【００４９】
　本発明のデバイスを使用して、全身治療を提供する活性剤を送達することもまたできる
。全身性活性剤の送達は、皮膚又は粘膜組織を介して行われ得る。そのような治療につい
て、全身性活性剤を担持する本発明のデバイスは、局所的な体表面に貼付される。デバイ
スの貼付は長期間にわたることがあり、また別の方法としては、デバイス及び活性剤を、
デバイスが貼付された皮膚又は粘膜組織に擦り込むことができる。活性剤は皮膚又は粘膜
組織に吸収され、血流へと流れる。血流は活性剤を全身に運び、これにより活性剤は全身
性治療をもたらすことができる。このようにして全身性治療を行うために送達される活性
剤には、ホルモン、ビタミン、米国特許第６，０１９，９９７号に報告されているものの
ような薬剤、並びにこれらの組み合わせが挙げられるがこれらに限定されない。
【００５０】
　あらゆる治療について、活性剤は裏材、接着剤及び支持層と融和性でなければならない
。活性剤、接着剤及び裏材はまた、それぞれが保管中に安定であり続けるよう好ましく選
択すべきである。
【実施例】
【００５１】
　本発明の目的及び利点は、以下の実施例によって更に例示されるが、これらの実施例に
おいて列挙された特定の材料及びその量は、他の諸条件及び詳細と同様に本発明を過度に
制限するものと解釈されるべきではない。
【００５２】
　試験方法
　ＨＬＢ
　親水性－親油性バランス（ＨＬＢ）は、ＤａｖｉｅｓのＨＬＢ法（Ｐｒｏｃ．２ｎｄ　
Ｉｎｔｅｒ．Ｃｏｎｇｒｅｓｓ　ｏｆ　Ｓｕｒｆａｃｅ　Ａｃｔｉｖｉｔｙ，１４２６（
１９５７））を使用して算出した。
【００５３】
　粘着性
　指の粘着性を評価し、０＝粘着性なし、１＝非常に粘着性が低い、２＝粘着性が低い、
３＝中程度の粘着性、４＝良好な粘着性、５＝優れた粘着性、の評価点を与えた。
【００５４】
　水溶性
　３／４インチ×２インチ（１．９×５．１ｃｍ）のストリップを、コーティングされた
ポリエステルフィルムのエッジに沿って切断した。このストリップはコーティングされた
フィルムとコーティングされていないフィルムの両方を含んでいた。コーティングされて
いない端をつかみ、粘着性コーティングされた部分を、ビーカーに入った室温の水に浸し
ては引き上げることを２０秒間に２０回行った。濡れたフィルムを、粘着面を上にしてス
ライドガラス上に置き、指を長さ方向へそっと滑らせた。容易に水に溶けない接着剤は、
貼着性フィルムを生じ、又はゴム質の高粘度の感触を生じた。貼着性フィルムがないか、
あるいはぬるぬるした低粘度の感触は、容易に水に溶ける接着剤コーティングによるもの
と見なされた。
【００５５】
　水分吸収％
　ポリマー／可塑剤ブレンドの水分吸収と貼着性が評価された。溶液（０．３～０．６ｇ
の固体を含む）の一部を、秤量済み（Ａ＝空の重量）の直径６ｃｍの円形アルミニウム製
缶の底に広げた。８０℃の強制空気のある炉で一晩乾燥させた後、この缶の重量を再び秤
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置いた。取り出してすぐにこの缶を最終秤量し（Ｃ＝缶プラス水和した接着剤）、次に水
和した接着剤の粘着性を評価した。凝集破壊（接着剤が指に移動する）が見られ、水分吸
収％が１００×（Ｃ－Ｂ）／（Ｂ－Ａ）の式を使用して算出された。
【００５６】
　サンプルの調製
　実施例は、入手したポリマー溶液を、固体ベースで同様量の可塑剤と合わせることによ
って調製された。１００％固体粉末として提供されたポリマーは、最初にエタノールに溶
かして２５％固体とし、次に可塑剤と４：１の比率で混ぜ合わせて、固体ベースで１：１
のブレンドを得た。均質になるまで混合した後、一部を、１．２ｍｉｌ（３０マイクロメ
ートル）のポリエステルフィルム上に、乾燥コーティング厚さ１ｍｉｌ（０．００１イン
チ（２５マイクロメートル））でコーティングした。フィルムを８０℃で８分間乾燥して
から、室温まで冷まし、試験を行った。この接着剤組成物に利用したポリマーと可塑剤は
、表１及び２にそれぞれ示されている。試験結果を表３に示す。
【００５７】
【表１】

　［ａ］化粧品成分の国際命名法
【００５８】
【表２】

　［ａ］化粧品成分の国際命名法
【００５９】
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【表３】

　［ａ］－－＝未試験
　［ｂ］ＰＣＴ国際公開特許ＷＯ　９５／０５４１６号の実施例１の再現
　［ｃ］米国特許出願公開第２００２／０１８７１８１号の実施例１７の再現
　［ｄ］米国特許第４，３３１，５７６号の実施例３の再現－ＶＰ／ＶＯＡｃコポリマー
のモノマー比は指定なし
【００６０】
　本明細書中に引用される刊行物の完全な開示は、それぞれが個々に組み込まれたかのよ
うに、その全体が参照により組み込まれる。本発明の範囲及び趣旨から逸脱しない本発明
のさまざまな変更や改変は、当業者には明らかとなるであろう。本発明は、本明細書で述
べる例示的な実施形態及び実施例によって不当に限定されるものではないこと、また、こ
うした実施例及び実施形態は、本明細書において以下に記述する「特許請求の範囲」によ
ってのみ限定されると意図する本発明の範囲に関する例示のためにのみ提示されることを
理解すべきである。
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